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はじめに
　明治大学中央図書館には、アメリカ合衆国人類学界をリードしてきた研
究機関が不定期だが永年継続的に刊行してきた研究報告書のシリーズが数
多く収められている。完全にそろっているシリーズとして、「ハーヴァード
大学ピーボディー博物館人類学研究論集Papers　of　the　Peabody　Museum　of
Archaeology　and　Ethnology，　Harvard　University」（1888から現在に至る）、「カ
リフォルニア大学アメリカ考古学民族学研究論集University　of　Califbmia
Publications　in　American　Archaeology　and　Ethnology」（全50巻、1903～
1964）、「イェール大学人類学論集Yale　Publications　in　Anthropology」（1933
から現在に至る）、国立スミソニアン研究所Smithsonian　lnstitUtion「アメ
リカ民族学局紀要The　Bureau　ofAmerican　Ethnology，　Bulletin」（全200号、
1887～1967）、同「アメリカ民族学局年報The　Bureau　ofAmerican　Ethnology，
A皿iual　Reports」（全48巻、1881～1933；P389／15／D）がある。このほか不揃
いながらも、「アメリカ自然史博物館人類学研究論集Anthropological　Papers，
the　American　Museum　ofNatUral　History」（1907から現在に至る）や「ミシ
ガン大学人類学博物館人類学研究論集Anthropological　Papers，　Museum　of
Anthropology，　the　University　of　Michigan」（1949から現在に至る）シリー
ズのモノグラフも多数蔵書されている。
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　このなかで、「ハーヴァード大学ピーボディー博物館人類学研究論集」と
アメリカ合衆国スミソニアン研究所「アメリカ民族学局紀要」は『図書の
譜』第8号と第12号ですでに取り上げたので、今回は『図書の譜』第12号
の拙稿（以下、「前稿」という）の続編として、スミソニアン研究所「アメリ
カ民族学局年報」を解説・紹介する。「年報」は、正確には「スミソニアン
研究所長官への（アメリカ）民族学局年次報告annual　report　ofthe　Bureau
of［Americal1］Ethnology　to　the　Secretary　ofthe　Smithsonian　lnstitUtion」とい
う。1894年に民族学局がアメリカ民族学局と改称されたのに伴い、1897
年刊行の年報第16巻から「アメリカ」が挿入される。「年報」は「紀要」と
同様、対象地域が南北アメリカ大陸に基本的に限られるものの、民族学、
形質人類学、考古学、言語学も含めたアメリカ合衆国総合人類学の幅広い
研究成果がこのシリーズに収められている。
　一部の「紀要」と「年報」の内容は相互補完的であるが、本として以下
のような違いが存在する。まず目につくのは本のサイズで、紀要は若干の
例外1を除くと上製本の場合23Xl5cmの大きさであるのに対し、年報は
29×21cmと大きな版である。次に、「紀要」では1938年刊行のll9号か
ら始まった『人類学研究論集』Anth　roρological　Paρersシリーズを除き、単
一のテーマで本が独立しているのに対し、「年報」では対象地域・研究対象
的に相互に関係のない論考・報告が1冊に収められることが多い。「年報」
は1933年刊行の第48巻でその学問的役割を終えるが、その役割は1938
年以降、紀要の『人類学研究論集』に委ねられたのかも知れない。逆に、
「年報」シリーズには、第35巻の2分冊1500ページのフランツ＝ボアズ
Franz　Boasの報告を筆頭に、単著で600ページ程度かそれ以上の長大な研
究報告が収められることが多く、「紀要」にはない「年報」の役割と言え
る。また、そのような長大な研究報告でなくとも、アメリカ大陸の広い地
域を対象とした包括的研究の成果が主に収められている。したがって、前
稿は「紀要」各号を地域別に分類したが、本稿は番号順に各報告を記すこ
ととし、北アメリカの特定地域を対象とした研究については、前稿の地域
区分に従って、該当する論考・報告の冒頭に括弧で地域を示すこととする。
　各巻の内容紹介の方法は次の通りである。まず「年報」の巻数と（括弧）
内に発行年、本文の総ページ数（IXなどローマ数字で示してあるのが序
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言・目次などのページ数である）、図版数（pls，）・挿図数（figs．）の順で
あげる。図版plateと挿図figureの違いは、前者が1ページの版面全部を
占める図で、往々にして本文とは違った上質の（写真印刷用の）紙に印刷
されるに対し、後者は文字通り本文中に挿入された小さな図である。出版
データの次の行に局長によるスミソニアン研究所長官への事務報告のペー
ジを示すとともに、局長名を入れた2。この事務的な局長報告の部分のみ
が第49巻以降も82巻まで継続したのである。
　局長報告の次に併載論文・報告をあげる。個々の併載論文・報告は、特
に長大な論考・報告の場合、独自の内容目次・図版挿図目次を伴う。併載
論文・報告は「」で日本語訳タイトルを出し、次にもとのタイトルを、そ
して著者名を入れた。「博士」「牧師」「軍曹」など著者の肩書が原文に明
記されている場合は、初出に限って日本語でも紹介した。20世紀初頭ま
で、軍人など人類学の専門家ではない人々が人類学の研究報告を執筆し
ていたことや、また当時は博士号を持っている研究者も少なく、わざわざ
「博士」として特記する必要があったことがよくわかるからである。著者
名に続いて、掲載ページ、該当する図面と挿図番号を付した。さらに前稿
ですでに説明した先住民の部族名・言語名を除き、わかる範囲内で専門用
語を解説した。
　最後に、「年報」が刊行された19世紀第4四半期から20世紀第1四半
期における学史的背景を簡単に説明し、その脈絡の中で、主要な執筆者を
紹介する。
解説目録
第1巻：　1879－80の活動報告（1881年刊行）、XXXV＋603頁，挿図346．（含
54図版），地図1．
ジョン＝パウエルJ．W．　Powell局長Director報告pp．　XI－XXXIII．
　「アメリカ先住民の言語の研究に拠る、文法的プロセスの細分化、話
　　　し言葉の部分の差異化、文章の統合化に現れる言語の進化について
　　On　the　evolution　of　language，　as　exhibited　in　the　specialization　of　the
　　grammatic　processes，　the　differentiation　of　the　parts　of　speech，　and　the
　　integration　of　the　sentence；from　a　stUdy　of　lndian　languages」J．　W．
　　Powell著．1－16頁．
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「北アメリカ先住民族の神話の概要Sketch　of　the　mythology　ofthe　North
　　American　Indians」J．　W　Powell著．17－56頁．
（北東部）「ワイアンドットの政府一部族社会の一研究Wソandot　gov－
　　ernment：A　short　stUdy　of　tribal　societyi　J．　W．　Powell著．57－69頁．ワ
　　イアンドット族はヒューロン族とも呼ばれ、イロコイ語族に属する。五大
　　湖のオンタリオ湖とヒューロン湖に挟まれた地域の北半にもともと居住し
　　ており、その子孫の一部はカナダのケベック・シティ近郊に現在でも生活し
　　ている。多くは17，18世紀に移動を続け、アメリカ合衆国のミシガン、ウィ
　　スコンシン、イリノイ、オハイオ州に落ち着吟た。
「人類学的データ援用の限界On　limitations　to　the　use　ofsome　anthropologic
　　data」J．　W．　Powell著71－86頁．（別刷）
「北アメリカ先住民の葬送慣習に関するさらに深い研究A　fUrther　con－
　　tribution　to　the　stUdy　of　the　mortuary　customs　of　the　North　American
　　Indians」アメリカ合衆国陸軍軍曹H．　C．　Yarrow博士著87－203頁，図
　　1－47．
「中央アメリカにおける絵文字の研究Studies　in　Central　American　pictUre－
　　writing」アメリカ国立天文台数学担当教授　Edward　S．　Holden著．205－
　　245頁，図48－60．
「アメリカ先住民のアメリカ合衆国への土地の割譲一インディァナ州
　　の事例Cessions　ofland　by　Indian　tribes　to　the　United　States：Illustrated
　　by　those　in　the　State　of　lndiana」C．　C．　Royce著．247－262頁，地図1葉
「北アメリカ先住民族の手話、他民族と比較してSign　language　among
　　North　American　Indians　compared　with　that　among　other　peoples　and
　　deaf－mutes」Garrick　Mallery著．263－552頁，図61－346．
「アメリカ民族学局所蔵の言語学に関する文書類の目録Catalogue　of
　　linguistic　manuscripts　in　the　library　of　the’Bureau　ofEthnology」James
　　C．Pilling著．553－577頁．
「先住民族の言語を記録するための方法Illustration　of　the　method　ofrecord－
　　ing　Indian　languages」J．0．　Dorsey・A．　S．　Gatschet・S．　R．　Riggs3名の
　　原稿をまとめたもの．579－589頁，
索引591－603頁．
第2巻：　1880－81の活動報告（1883［1884］年刊行）、XXXVII＋477頁，77図
版，挿図1－35，347－714（但し挿図382葉で図版98面を成す），地図2．
ジョン＝パウエル局長報告pp．　XV－XXXVII．
　（南西部）「ズニ族の亡霊・生霊　Zuni　fetiches」Frank　Hamilton　Cushing
　　著．3－45頁，図版1－XI，挿図1－3．
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（北東部）「イロコイ族の神話Myths　ofthe　Iroquois」Ermimie　A．　Smith
　著．47－116頁，図版XII－XV．
（南東部）「ミシシッピ川流域の墳丘墓から発見される動物文様Animal
　carvings　from　mounds　ofthe　Mississippi　valley」Henry　W．　Henshaw著．
　　ll7－166頁，挿図4－35，
（南西部）「ナヴァホ族の銀工人Navajo　silversmiths」アメリカ合衆国陸
　　軍Washington　Matthews博士著．167－178頁，図版XVI－XX．
「古代アメリカ貝製品の芸術Art　in　shell　ofthe　ancient　Americans」William
　　H。Holmes著。179－305頁，図面XXI－LXXVII．
（南西部）「ニュー・メキシコおよびアリゾナ州の先住民族から1879年に
　　寄贈されたコレクションの図録Illustrated　catalogue　ofthe　collections
　　obtained　from　the　lndians　of　New　Mexico　and　Arizona　in　1879」James
　　Stevenson著．307－422頁，挿図347－697，地図1葉
（南西部）「ニュー・メキシコ州の先住民族から1880年に寄贈されたコ
　　レクションの図録Illustrated　catalogue　ofthe　collections　obtained　from
　　the　lndians　ofNew　Mexico　in　1880」James　Stevenson著．423－465頁，
　　挿図698－714，地図1葉．
索引467－477頁，
第3巻：　1881－82の活動報告（1884［1885］年刊行）、Lxxrv＋606頁，図版44
面，挿図200（さらに番号のない挿図2葉）．
　ジョン＝パウエル局長報告pp．　XIII－LXXIV．
　「マヤとメキシコの古文書についてNotes　on　certain　Maya　and　Mexican
　　manuscripts」Cyrus　Thomas教授著．3－65頁，図版1－IV，挿図1－10．
　「仮面、唇飾（唇に穴をあけてはめ込む貝殻・木片など）と先住民族
　　の習慣、およびそれらの地理的分布に関する課題On　masks，　labrets，
　　and　certain　aboriginal　customs，　with　an　inquiry　into　the　bearing　of　their
　　geographical　distribution」アメリカ沿岸調査所助手（アメリカ国立博
　　物館名誉学芸員）William　Healey　Dal1著．67－202頁，図版V－XXIX．
　（大平原）「オマハ族の社会学Omaha　sociology」J，　Owen　Dorsey牧師著，
　　205－370頁，図版XXX－XXXIII，挿図12－42．
　（南西部）「ナヴァホ族の織物Navajo　weavers」アメリカ合衆国陸軍
　　Washington　Matthews博錯．371－391頁，図版XXXIV－XXXVIII，挿図
　　42－59．
　「土器表面の圧痕からみた、アメリカ合衆国先史時代の布Prehistoric
　　textile　fabrics　ofthe　United　States，　derived　from　impressions　on　pottery」
　　William　H．　Holmes著．393－425頁，図版㎜IX，挿図60－ll5．
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「1881年にアメリカ民族学局が収集したコレクションの一部の図録
　　Illustrated　Cataiogue　of　a　portion　of　the　collections　made　by　the　Bureau
　　of　Ethnology　during　the　field　season　of　1881」William　H．　Holmes著．
　　427－510頁，挿図116－200．
（南西部）「ニュー・メキシコ州プエブロのズニ族とアリゾナ州プエブロ
　　のウォルピ族から1881年に寄贈されたコレクションの図録」James
　　Stevenson著，511－594頁，図版XL－XLIV．
索引595－606頁．
第4巻：　1882－83の活動報告（1886［1887］年刊行）、LXIII＋532頁，図版83
面，挿図565葉．
ジョン＝パウエル局長報告pp．　XXVII－LXIII．
　「北アメリカ先住民の残した岩壁画（概要報告）Pictographs　ofthe　North
　　Arnerican　lndians．　A　preliminary　paper」Garrick　Mallery著．3－256頁，
　　図版1－LXXXIII，挿図1－lll，　llla－209。
　（南西部）「古代プエブロ族の土器Pottery　ofthe　ancient　Pueblos」William
　　H．Holmes著．257－360頁，挿図210－360．
　（南東部）「ミシシッピ川流域の古代土器Ancient－pottery　ofthe　Mississippi
　　Valley」William　H．　Holmes著361－436頁，挿図361－463．
　「土器芸術における形態と装飾の起源と発展Origin　and　deveiopment　of
　　form　and　ornament　in　Ceramic　art」William　H．　Holmes著437－465頁，
　　挿図464－489．
　（南西部）「ズニ文化発展の反映としてのプエブロ土器研究Astudy　of
　　Pueblo　pottery　as　illustrative　of　Zuni　cultUre－growth」Frank　Hamilton
　　Cushing著．467－521頁，挿図490－564，
索引523A－532頁．
第5巻：　1883－84の活動報告（1887［1888］年刊行）、LIII＋564頁，図版23面
（地図2葉を含む），挿図77葉．
ジョン＝パウエル局長報告pp．　XVII－LIII．
　「アメリカ合衆国北部の墳丘墓Burial　mounds　ofthe　northern　sections　of
　　the　United　States」Cyrus　Thomas著．3－119頁，図版1－VI，挿図1－49．
　（南東部）「先住民チェロキー族の国家一独立前の植民地政府および独立後
　　の連邦政府との公的関係The　Cherokee　Nation　ofIndians：Anarrative
　　of　their　o伍cial　relations　with　the　Colonial　and　Federal　governments」
　　Charles　C．　Royce著．121－378頁，図版VII－IX（地図）．
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（南西部）「山の詠唱一ナヴァホ族の儀礼The　mountain　chant：A　Navaj　o
　　ceremony」Washington　Matthews著379－467頁，図版X－XVIII，挿図
　　50－59．
（南東部）「フロリダのセミノール族The　Seminole　lndians　ofFlorida」Clay
　　MacCauley著．469－531頁，図版XIX，挿図60－77．
（南西部）「ズニ族の子供の宗教的生活The　religious　life　ofthe　Zuni　child」
　　Tilly　E．　Stevenson夫人著．533－555頁，図版XX－XXIII．
索引557－564頁．
第6巻：　1884－85の活動報告（1888［1889］年刊行）、LVIII＋675頁（楽譜3頁
を含む），図版10面（地図3葉を含む），挿図546葉，番号のない小さな図44葉．
ジョン＝パウエル局長報告pp．　XXIII－LVIII。
「南米コロンビア、チリクイ地方の古代美術Ancient　art　of　the　province　of
　　Chiriqui，　Colombia」William　H．　Holmes著3－187頁，図版1（地図），
　　挿図1－285．
「織物の美術的研究一形態と装飾の発展に関連してAstudy　ofthe　textile
　　art　in　its　relation　to　the　development　ofform　and　ornament」William　H．
　　Holmes著．189－252頁，挿図286－358．
「マヤ文字研究の一助Aids　to　the　study　ofthe　Maya　codices」Cyrus　Thomas
　　著．253－371頁，挿図359－388．
（大平原）「オーセージ族の伝統Osage　traditions」J．　Owen　Dorsey著．
　　373－397頁，挿図389．
（北極圏）「中央部のイヌイト民族The　Central　Eskimo」Franz　Boas博士
　　著．399－669頁，図版II－X（地図2葉含む），挿図390－546．
索引671－675頁．
第7巻：　1885－86の活動報告（1891［1892］年刊行）、XLIII＋409頁，図版27
面（地図1葉を含む），挿図39葉．
ジョン＝パウエル局長報告pp．　XV－・XLI
「メキシコ以北先住民族の言語分nC　lndian　linguistic　families　of　America
　　north　ofMexico」J．　W。　Powel1著．1－142頁，図版1（地図）．
（北東部）「オジブワ族のMide　winwinと呼ばれる『大医療協会』The　Mide
　　wiwin　or“Grand　Medicine　Society”of　the　Oj　ibwa」W．　J．　Hoffman著．
　　143－300頁，図版II－XXIII，挿図1－39．
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（南東部）「チェロキー族の神聖な処方The　sacred　formulas　ofthe　Cherokees」
　　James　Mooney著．301－397頁．図版XXIV－XXVII．
索引399－409頁．
第8巻：　1886－87の活動報告（1891［1893］年刊行）、XXXVI＋298頁，図版123
面，挿図ll8葉．
ジョン＝パウエル局長報告pp．　XIII．XXXVI．
（南西部）「ツサヤン地方、シボーラ地方におけるプエブロ族の建築の研究
　　A　stUdy　ofPueblo　architecture　in　Tusayan　and　Cibola」Victor　Mindeleff
　　著．3－228頁，図版1－CXI，挿図1－114．シボーラ地方はズニ族が、ツサヤ
　　ン地方がホピ族が主に生活していたところである。
（南西部）「ナヴァホ族の神秘的砂絵とHasjelti　Dailjis儀礼Ceremonial　of
　　Hasjelti　Dailj　is　and　mythical　sand　painting　ofthe　Navajo　lndians」James
　　Stevenson著．229－285頁，図版CXII－CXXIII，挿図II5－ll8．
索引287－298頁．
第9巻：　1887－88の活動報告（1892［1893］年刊行）、－VI＋617頁，図版8面，
挿図448葉。
ジョン＝パウエル局長報告pp．　XIX－XLVI．
（北極圏）「アラスカのポイント＝バロウへの探検の民族学的報告Ethno－
　　logical　results　of　the　Point　Barrow　Expedition」John　Murdoch著（1881
　　～83年に実施したポイント＝バロウへの北極圏国際探検隊Intemational　Polar
　　Expedition　to　Point　Barrow，　Alaska，1881－1883の報告の一部を成す），3－441
　　頁，図版1－II（地図）．挿図1－428。この報告は現代的価値が高く、1988年
　　にSmithsonian　Institution　Pressより復刻された。
（南西部）「アパッチ族の医者The　medicine－men　of　the　Apache」アメリ
　　カ合衆国陸軍第3騎兵隊大尉John　G．　Bourke著．443－603頁，図版
　　III－VIII，挿図429－448．
索引605－617頁．
第10巻：　1888－89の活動報告（1893［1894］年刊行）、XXX＋822頁，図版54
面，挿図1291葉，番号のない小さな図ll6葉．
ジョン＝パウエル局長報告pp．　III－XXX．
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「アメリカ先住民族の絵文字PictUre－writing　of　the　American　lndians」
　　Garrick　Mallery著．3－807頁，図版1－LIV，挿図1－145，145a－1290．
索引809－822頁．
第11巻：
挿図200葉
1889－90の活動報告（1894年刊行）、XLVII＋553頁，図版50面，
ジョン＝パウエル局長報告pp．　XXI－XLVII．
（南西部）「シア族The　Sia」Matilda　Coxe　Stevenson著．3－157頁，図版
1一㎜V，挿図1－20．
（亜北極圏）「カナダ、ハドソン湾準州Ungava地区の民族学Ethnology　of
　　the　Ungava　District，　Hudson　Bay　Territory」Lucien　M．　Turner著（Jo㎞
　　Murdoch編集）．159－350頁，図版XXXVI－XLIII，挿図21－155．
（大平原）「スー族の崇拝の研究A　stUdy　of　Siouan　cults」James　Owen
　　Dorsey著．351－544頁，図版XLIV－L，挿図156－200．
索引545－553頁．
第12巻：　1890－91の活動報告（1894年刊行）、XLVIII＋742頁，図版42面，
挿図344葉．
ジョン＝パウエル局長報告pp．　XIX－XLVIII．
「民族学局による墳丘調査報告Report　on　the　mound　explorations　of　the
　　Bureau　of　Et㎞ology」Cyrus　Thpmas著．3－730頁．
索引731－742頁．
第13巻：　1891－92の活動報告（1896年刊行）、LD（＋462頁，図版60面，挿
図330葉．
ジョン＝パウエル局長報告pp．　XIX－LD（。
「アメリカ合衆国東部の先史時代織物Prehistoric　textile　art　ofEastem　United
　　States」William　Henry　Holmes著．3－46頁，図版1－IX，挿図1－28．
「石の芸術Stone　art」Gerard　Fowke著．47－178頁，挿図29－278．
（南西部）「アリゾナ州ヴェルデ峡谷の先住民の残した遺跡Aboriginal
　remains　in　Verde　Valley，　Arizona」Cosmos　Mindeleff著．179－261頁，
　　図版X－L，挿図279－305．
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（大平原）「オマハ族の住居、家具、道具Omaha　dwellings，　fUrniture，　and
　　implements」James　Owen　Dorsey著　263－288瓦挿図306－327．
（南西部）「アリゾナ州カサ・グランデ遺跡Casa　Grande　ruin」Cosmos
　　Mindeleff著．289－319頁，図面LI－LX，挿図328－330．
（南西部）「ズニ族の創世神話の概要Outlines　of　Zuni　creation　myths」
　　Frank　Hamilton　Cushing著．321－447頁．
索引449－462頁．
第14巻：　1892－93の活動報告（1896［1897］年刊行）、2分冊、LXI＋1136頁，
図版122面，挿図104葉．
第1分冊
ジョン＝パウエル局長報告pp．　XXV．LXI．
　（北東部）「先住民メノミニ族The　Menomini　lndians」医学博士Walter
　　James　Hofinan著．3－328頁，図版1－XXXVII，挿図1－55．
　（南西部）「1540～42年のコロナド探検The　Coronado　Expedition，1540－
　　1542」George　Parker　Winship著．329－613頁，図版XXXVIII－LXXXIV．
　　スペインの探検家Francisco　Vasquez　de　Coronadoによる現在のアメリカ合
　　衆国南西部への探検3の報告である。
索引615－637頁．
第2分冊
　（大平原）「1890年のスー族虐殺と幽霊ダンス教The　Ghost－dance　religion
　　and　the　Sioux　outbreak　of　18904」James　Mooney著，641－1110頁，図版
…XXII，挿図56－104．
索引1111－ll36頁．
第15巻：　1893－94の活動報告（1897年刊行）、CXXI＋366頁，巻頭図版，図
版125面，挿図49葉．
ジョン＝パウエル局長報告pp．　XV－CXXI。（組織化についてpp．　CrV－CXXI．）
　（北東部）「ポトマック・チェサピーク川潮水地帯の石器Stone　implements
　　ofthe　Potomac－Chesakeape　tidewater　province」William　Henry　Holmes
　　著．3－152頁，図版1－CIII，巻頭図版，挿図1－29a．
　（大平原）「スー族の概要The　Siouan　Indians：A　preliminary　sketch」WJ
　　McGee著153－204頁．
　（大平原）「スー族の社会学Siouan　sociology」故James　Owen　Dorsey著．
　　205－244頁，挿図30－38．
109
1．アリゾナ州カサ・グランデ遺跡公園
　カサ・グランデとは「大きな家」という意味で、その名前の由来になった大き
　な建物が背景に見える，，
2．アリゾナ州カサ・グランデ遺跡
　遺跡のシンボルとも言うべき「大きな家」遺構、窓は夏至・冬至・春分と秋分
　の日に太陽光が建物内の特定の壁を照らすように設置されており、農耕儀礼に関
　わった巨大建造物と思われる。遺構の覆い屋根は最近のもので、「アメリカ民族
　学局年報」が刊行された20世紀初頭前後には、まだなかった。
llO
（南西部）「ツサヤン地方のカチナTusayan　katcinas」Jesse　Walter　Fewkes
　　著．245－313頁，図版crv」cxI，挿図．39－48．カチナは特にホピ族の祖先
　　神である。農耕儀礼での踊りでは、カチナに扮した人が踊る。またその人
　　形もカチナと呼ばれる。
（南西部）「1891年のアリゾナ州カサ・グランデ遺跡修復The　repair　of
　　Casa　Grande　ruin，　Arizona，　in　l　891」Cosmos　Mindeleff著．315－349頁，
　　図版CXII－CXXV．
索引351－366頁．
第16巻：　1894－95の活動報告（1897年刊行）、CXIX＋326頁，図版81面，挿
図83葉．
ジョン＝パウエル局長報告pp．　XIII－CXIX．
アメリカ民族学局刊行物目録pp．　CI－CXD（．
「ペルーにおける先史時代の穿頭手術Primitive　trephining　in　Pem」医学
　　博士Manuel　Antonio　Muniz・WJ　McGee共著．3－72頁，図版1－XL．
（南西部）「アリゾナ州キャニオン＝ドユーシェイ崖住居遺跡The　cliff
　　ruins　of　Canyon　de　Chelly，　Arizona」Cosmos　Mindeleff著73－198頁，
　　図版XLI－LXII，挿図1－83．
「マヤー年の日を示すシンボルDay　symbols　of　the　Maya　year」Cyrus
　　Thomas著．199－265頁，図版LXIV－LXIX．
（南西部、プエブロ族）「ツサヤン地域のヘビ儀礼Tusayan　snake　ceremonies」
　　Jesse　Walter　Fewkes著．267－312頁，図版LXX－LXXXI．
索引313－326頁．
第17巻：　1895－96の活動報告（1898［第1分冊は1900、第2分冊は1901］
年刊行）、2分冊、第1分冊はXCIII＋1－128，129＊－344＊，129－468頁、第2分冊は
469－752頁，図版182面，挿図357葉
第1分冊
ジョン＝パウエル局長報告pp．　XXV－XCIII．
　アメリカ民族学局刊行物目録pp．　LXXV．XCIII．
　（南西部）「セリ族The　Seri　Indians」WJMcGee著．1－128，129＊－298＊，
　　図版1－LVI，挿図1－42．セリ族はカリフォルニア湾のメキシコ合衆国本土側
　　沿岸と島娯地域に居住する小部族で、独自の言語を話す。その言語はメキ
　　　シコ中部のChontal語に関係するとも言われ、またカリフォルニアのHokan
　　語族にも遠く関係するらしい。
ll1
（南西部）「セリ語とユマ語の比較辞書学Comparative　lexicology　of　the
　　Serian　and　Yuman　Languages」J．　N．　B．　Hewitt著．299＊－344＊頁．ユマ
　　族はユマ語族の主要な部族であり、アリゾナ州南西隅、ガイラ川・コロラド
　　川の合流する地域に居住する農耕民・採集民である。
（大平原）「キウワ族の暦に基づいた歴史Calendar　history　of　the　Kiowa
　　Indians」James　Mooney著．129－445，図版LVII－LXXXI，挿図43－229．
索引447－468頁．
第2分冊
（南西部）「ナヴァホ族の住居Navaho　houses」Cosmos　Mindeleff著469－
517頁，図版L㎜一XC，挿図230－214．
（南西部）「1895年のアリゾナ州への考古学調査Archeological　expedition
　　to　Arizona　in　l　895」Jesse　Walter　Fewkes著．519－744頁，図版XCIa，
　　XCIb－CLXXV，挿図245－357．
索引745－752頁．
第18巻：　1896－97の活動報告（1899［第1分冊は1901、第2分冊は1902］
年刊行）、2分冊、第1分冊はLVII＋1－518頁、第2分冊は519－997頁，図版174
面，挿図165葉．
第1分冊
ジョン＝パウエル局長報告pp．　XXIII－LVII．
（北極圏）「ベーリング海峡付近のイヌイト族The　Eskimo　about　Bering
　　Strait」Edward　William　Nelson著．3－518頁，図版1－CVII，挿図1－165．
第2分冊
「アメリカ合衆国における先住民の土地割譲Indian　land　cessions　in　the
　　United　States」Charles　C．　Royce編纂，　Cyrus　Thomas序文．521－g64
　　頁，図版CVII－CLXXIV．
索引（第1，2分冊）965－997頁．
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第19巻：　1897－98の活動報告（1900［1902］年刊行）、2分冊、第1分冊は
XCII＋1－568，569＊－576＊頁、第2分冊は569－1160頁，巻頭図版，図版79面，挿図
49葉．
第1分冊
ジョン＝パウエル局長報告pp．　IX－XCII，および巻頭図版（「喜びを与えるため
　　の行動の科学Esthetology，　or　the　science　ofactivities　designed　to　give　pleasure」
　　と題したエッセイを含むpp．　LV－XCII．），
（南東部）「チェロキー族の神話Myths　of　the　Cherokee」James　Mooney
　　著．3－548頁，図版1－XX，挿図1－2。
索引549－568，549＊－576＊頁．
第2分冊
（南西部）「ツサヤンにおける移民の伝統Tusayan　migration　traditions」
　　Jesse　Walter　Fewkes著．573－633頁．
（南西部）「ツサヤンにおけるクラン在地化Localization　ofTusayan　clans」
　　Cosmos　Mindeleff著．635－653頁，図版XXI－XXVIII，挿図3．
「ホンジュラス北部の墳丘Mounds　in　northem　Honduras」Thomas　Ga㎜
　　著．655－692頁，図版XXIX－XXXIX，挿図4－7．
「マヤの暦Mayan　calendar　systems」Cyrus　Thomas著．693－819頁，図版
　　XL－XLIIIa，　XLIIIb，　XLIV，挿図8－17a，17b－22．
「原始の数字Primitive　n㎜bers」WJMcGee著821－851頁．
「メキシコ・中央アメリカにおける数字体系Numeral　systems　of　Mexico
　　and　Central　America」Cynls　Thomas著853－955頁，挿図23－41．
（南西部）「ツサヤンにおける笛・ヘビ儀礼Tusayan　Flute　and　Snake　cer－
　　emonies」Jesse　Walter　Fewkes著．957－1011頁，図版Xly・LXV，挿図
　　42－46．
（北東部）「五大湖北部沿岸地域における野生米採集民：アメリカにおける
　　原始経済の一研究The　wild－rice　gatherers　ofthe　upper　lakes：A　stUdy　in
　　American　primitive　economics」Albert　Emest　Jenks著．1013－ll37頁，
　　図面LXVI－LXXIX，挿図47－48．
索引ll39。1160頁．
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第20巻：　1898－99の活動報告（1903年刊行）、CCXXIV＋237頁，図版180面，
挿図79葉。
　ジョン＝パウエル局長報告pp．　VII－CCXV（「技術っまり工業の科学」［pp．
　　㎜一WII］、「社会学りまり翻織の科学」［pp．　LIX－CXXXVIII］、「哲学
　　つまり表現するための行動の科学」［pp．　CXXXIX－CXLX］、「社会学つまり
　　指示を与えるための行動の科学」［pp．　CLXXI－CXCVII］と題した一連のエッ
　　セイが書誌学的にはこの報告の一部を成しているが、別刷り）．
　アメリカ民族学局刊行物目録pp．　CXCD（－CCXXIV
　「アメリカ合衆国東部の先住民の土器Aboriginal　pottery　of　the　eastern
　　United　States」W．　H．　Holmes著．1－201頁，図版1－CLXVII，挿図1－79．
　　今日のアメリカ合衆国南東部の土器の地域性研究の基盤を成す記念碑的業績
　索引203－237頁．
第21巻：　1899－1900の活動報告（1903年刊行）、XL＋360頁，図版69面
ジョン＝パウエル局長報告pp，　VII－XL，図版1（地図）．
　（南西部）「ホピ族のカチナHopi　katcinas，　drawn　by　native　artists」Jesse
　　Waiter　Fewkes著．3－126頁，図版II－LXIII．
　（北東部）「イロコイ族の宇宙論（コスモロジー）Iroquoian　cosmology」
　　　（第1部）J．N．　B．　Hewitt著．127－339頁，図版LXIV－LXIX．
索引341－360頁．
第22巻：1900－01の活動報告（1904年刊行）、2分冊、第1分冊はXLIV＋1－320
頁、第2分冊は1－372頁，図版91面，挿図181葉．
第1分冊
ジョン＝パウエル局長報告pp．　VII－XLIV
（南西部）「プエブロ遺跡での二夏の緬Two　s㎜ers’work　in　pueblo
　　ruins」Jesse　Walter　Fewkes著．3－195頁，図版1－LXX，挿図1－122．
　「（続）マヤの暦Mayan　calendar．　systems－II」Cyrus　Thomas著．197－305
　　頁，図版LXXI－LXXXII，挿図123－170．索引307－320頁。
第2分冊
　（大平原）「ポーニー族のハコと呼ばれる儀礼The　Hako：APawnee　cere－
　　mony」Alice　C．　Fletcher著（James・R．・Murie執筆補助、　Edwin　S．Tracy音
　　楽採譜）．5－368頁，図版LXXXIII－XCI，挿図171－181．
　索引369－372頁。
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第23巻：　1901－1902の活動報告（1904［1905］年刊行）、XLV＋634頁，図版
139面，挿図34葉．
ジョン＝パウエル局長報告pp．　VII－XLV．
　（南西部）「先住民のズニ族一神話、秘密結社、儀礼The　Zuni　Indians：
　　Their　mythology，　esoteric　fraternities，　and　ceremonies」Matilda　Coxe
　　Stevenson著．3－608頁．
索引609－634頁．
第24巻：　1902－1903の活動報告（1907年刊行）、XL＋846頁，図版21面，挿
図1112葉．
　ウィリアム＝ホームズH．W．　Holmes局長Chief報告pp．　VII－XL
　「北アメリカ先住民のゲームGames　ofthe　North　A皿erican　lndians」Stewart
　　Culin　i著．3－809頁．
索引811－846頁．
第25巻：　1903－1904の活動報告（1907年刊行）、XXD（＋296頁，図版129
面，挿図70葉．
H．W．ホームズ局長報告pp．　IV－XXIX．
　「プエルトリコとその周辺の島々の先住民The　aborigines　ofPorto　Rico　and
　　neighboring　islands」Jesse　Walter　Fewkes著．3－220頁，図版1－CXIII，
　　挿図亘一43．
　「メキシコ東部の古代遺物Certain　antiquities　of　eastern　Mexico」Jesse
　　Walter　Fewkes著．221－284頁，図版XCIV－CXXIX，挿図44－70．
　索引285－296頁．
第26巻：　1904－1905の活動報告（1908年刊行）、XXXI＋512頁，図版58面，
挿図ll7葉．
H．W．ホームズ局長報告pp．　VII．XXXI．
　（南西部）「先住民ピマ族The　Pima　Indians」Frank　Russell著．3－389頁，
　　図版1－XLVII，挿図1－102．ピマ族は、アリゾナ州南部とメキシコ合衆国ソ
　　　ノラ州北部に居住していた。ピマ族はおおきく二つの集団に分かれており、
　　　アリゾナ側で居住する集団をPima　Alto、メキシコ側で居住する集団をPima
　　Bajoという。　Pima　Altoの西隣で生活するパパゴPapago族と共に、　Pima族
　　　は言語学的にユト・アズテク語族に属す。
ll5
（北西海岸）「トリンギット族の社会条件、信念、言語学的関係Social
　　condition，　beliefs，　and　linguistic　relationship　ofthe　Tlingit　lndians」Jo㎞
　　R．Swanton著．391－485頁，図版XLVIII－LVIII，挿図103－117．
索引487－512頁．
第27巻：　1905－1906の活動報告（1911年刊行）、672頁，図版65面，挿図
132葉．
H．W．ホームズ局長報告pp．5．14．
　（大平原）「先住民オマハ族The　Omaha　tribe」Alice　C．　Fletcher・Francis
　　La　Flesche共著．17－654頁．
　索引655－672頁．
第28巻：1906－1907の聯告（1912年刊行）、308＋㎜頁，図版103
面，挿図68葉．
H．W．ホームズ局長報告pp，7－22。
　（南西部）「アリゾナ州カサ・グランデ遺跡Casa　Grande，　Arizona」Jesse
　　Walter　Fewkes著．25－179頁，図面1－78，挿図1－54．
　（南西部）「アリゾナ州ヴェルデ川、ウォルナット・クリーク川上流峡
　　谷の古代遺物Antiquities　of　the　upper　Verde　River　and　Walnut　Creek
　　valleys，　Arizona」Jesse　Walter　Fewkes著．181－220頁，図面79－102，挿
　　図55－68．
　（北東部）「アルゴンキン諸部族の言語学的分類概報Preliminary　report
　　on　the　linguistic　classification　ofAlgonquian　tribes」Truman　Michelson
　　著．221－290頁，図版103（地図）．
索引291－308頁．
　アメリカ民族学局刊行物目録pp．1－XXXV
第29巻：　1907－1908の活動報告（1916年刊行）、636頁，図版21面，地図
31面，図面1葉．
H．W．ホームズ局長報告pp，7－25．
　（南西部）「テワ族先住民の民族地理学The　ethnogeography　of　the　Tewa
　　Indians」Jo㎞PeabodソHarrington著．29－618頁。図版1－21，地図1－29A－
　　30，図面1．
　索引619－636頁．
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第30巻：
葉．
1908－1909の活動報告（1915年刊行）、453頁，図版7面，挿図6
H．W．ホームズ局長報告pp．7－28．
（南西部）「ズニ族先住民の民族植物学Ethnobotany　of　the　Zuni　lndians」
　　Matilda　Coxe　Stevenson著．31－102頁，図版1－3．
「南米ガイアナの先住民の精霊崇拝と民俗に関する問題An　inquiry　into
　　the　animism，　and　folk－lore　of　the　Guiana　Indians」Walter　E．　Roth著．
　　103－386頁，図版4－7，挿図1－6．
アメリカ民族学局刊行物目録pp．387－425．
索引427－453頁．
第31巻：　1909－1910の活動報告（1916年刊行）、1037頁，図版3面，挿図
24葉．
　フレデリック＝ホッジFWHodge局長Ethnologist－in－charge報告pp
　　5－26．
　（北西海岸）「チムシ族の神話Ts童mshian　mythology」Franz　Boas著．29－
　　1037頁．
第32巻：　1910－1911の活動報告（1918年刊行）、819頁．
EW．ホッジ局長報告pp．7－34．
（北東部）「セネカ族の小説、伝説、神話Seneca　fiction，　legends，　and　myths」
　　Jeremiah　Curtin・J．　N．　B．　Hewitt採録J．　N．　B，　Hewitt編集．37－813頁．
索引815－819頁．
第33巻：　1911－1912の活動報告（1919年刊行）、677頁，図版95面，挿図
112葉．
RW．ホッジ局長報告pp．7．38．
併載論文の解説pp．39－40．
（木平原）「ミズーリ川流域の先住民の植物利用Uses　ofplants　by　the　Indians
　　of　the　Missouri　River　region」Melvin　Randolph　Gilmore著．43－154頁，
　　図版1－30a．
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（南西部）「コロラド州南西部マンコス川とラ・プラタ川に挟まれた地域の古
　　代遺物に関する概要Preliminary　account　ofthe　antiquities　of　the　region
　　betWeen　the　Mancos　and　La　Plata　Rivers　in　southwestern　Colorado」Earl
　　H．Mo皿is著．155－206頁，図版31－75，挿図1－11．
（南西部）「ホピ族の先史時代土器のデザインDesigns　on　prehistoric　Hopi
　　pottery」Jesse　Walter　Fewkes著207－284頁，図版76－90，挿図12－112．
「ハワイのLaieikawaiのロマンスThe　Hawaiian　romance　of　Laieikawai」
　　Martha　Warren　Beckwith翻訳及び序文執筆．285－666頁，図版91－95．
索引667－677頁。
第34巻：　1912－1913の活動報告（1922年刊行）、281頁，図版120面，挿図
69葉，
RW．ホッジ局長報告pp．5－32．
「アメリカの先史時代島喚地理的文化区分A　prehistoric　island　cultUre　area
　　of　America」J．　Walter　Fewkes著．35－271頁，図版1－120，挿図1－69．
索引273－281頁．
第35巻：　1913－14の活動報告（1921年刊行）、2分冊、第1分冊XI＋794頁・
第2分冊VIII＋795－1481頁．
第1分冊
EW．ホッジ局長報告pp．7－37．
併載論文の解説pp．39－40．
（北西海岸）「先住民クワキユートル族の民族学Ethnology　ofthe　Kwakiutl」
　　Franz　Boas著（George　Hunt採集のデータに基づく）．43－794頁．ク
　　ワキユートル族はワカシャン諸語の方言を話し、現在のカナダ、ブリティッ
　　シュ・コロンビア州のヴァンクーヴァー島の北端とその付近の島々、およ
　　びヴァンクーヴァー島北端に面するブリティッシュ・コロンビア州本土の
　　海岸地域の湾や入り江に居住していた。
索引1－XI頁．
第2分冊
「先住民クワキユートル族の民族学（承前）」Franz　Boas著（George　Hunt
　　採集のデータに基づく）．VIII＋795－1473頁．
索引1475－1481頁．
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第36巻：　19144915の活動報告（1921年刊行）、604頁，図版23面，挿図
15葉．
FWホッジ局長報告pp．7－34．
（大平原）「オーセージ部族一古人曰く、酋長の儀礼The　Osage　tribe：Rite
　　ofthe　chiefs；sayings　ofthe　ancient　men」Francis　La　Flesche著．37－597
　　頁，図版1－23，挿図1－15．
索引599－604頁．
第37巻：　1915－1916の活動報告（1923年刊行）、VII＋560頁，図版58面，
挿図38葉．
FWホッジ局長報告pp．1－31．
（北東部）「ウィヌバゴ部族The　Winnebago　tribe」Paul　Radin著35－550
　　頁，図版1－58，挿図1－38．　ウィヌバゴ族は現在のウィスコンシン州南部、
　　ミシガン湖の沿岸に居住していた。五大湖西部地方はアルゴンキン諸語族
　　が生活しているが、ウィヌバゴ族はスー諸語族に属し、言語学的にはIowa，
　　Oto，　Missouri族と関係がある。一部のウィヌバゴ族はウィスコンシンから
　　ネブラスカ州に移住し、今日に至る。
索引551－560頁．
第38巻：　1916－1917の活動報告（1924年刊行）、VII＋745頁，図版183面，
挿図341葉．
F．・W．ホッジ局長報告pp．1－21．
「南米ガイアナの先住民の芸術、工芸、習慣に関する初歩的研究An
　　introductory　stUdy　of　the　arts，　crafts，　and　customs　ofthe　Guiana　lndians」
　　Walter　Edmund　Roth著．25－720頁，図版1－183，挿図1－341，
索引と用語解説721－745頁．
第39巻：　1917－1918の活動報告（1925年刊行）、636頁，図版17面，挿図4
葉．
ワルター＝ヒュークスJ．WFewkes局長Chief報告pp．　7－28．
（大平原）「オーセージ部族一寝ずの行The　Osage面be：The　rite　ofvigil」
　　Francis　La　Flesche著．31－630頁，図版1－17，挿図1－4．
索引631－636頁．
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第40巻：　1918－1919の活動報告（1925年刊行）、VII＋664頁，図版2面，挿
図2葉，
J．W．ヒュークス局長報告pp．　1－20．
（北東部）「フォックス族先住民のホワイト・バッファロー・ダンスの
　　神話的起源The　mythical　origin　of　the　White　Buffalo　Dance　of　the　Fox
　　Indians」Truman　Michelson著．23－289頁，図版1，挿図1．
「フォックス族女性の自伝The　autobiography　of　a　Fox　Indian　woman」
　　Truman　Michelson著．291－349頁．
「フォックス族の葬制と信念Notes　on　Fox　mortUary　customs　and　beliefs」
　　Truman　Michelson著．351－496頁．
「『小さなまだらのバッファローを崇拝する人々』として知られるフォッ
　　クス族の社会Notes　on　the　Fox　society　known　as“Those　who　worship
　　the　Little　Spotted　Buffalo”」Truman　Michelson著．497－539頁，図版2，
　　挿図2．
「『儀礼の周りで歌う』として知られるフォックス族の社会の伝統的起源
　　The　traditional　origin　ofthe　Fox　society　known　as‘‘The　Singing　around
　　㎡te”」Truman　Michelson著541－658頁．
索引659－664頁，
第41巻：　1919－1924の活動報告（1928年刊行）、IX＋626頁，図版137面，
挿図201葉，巻頭図版，地図（付録）．
J．W．ヒュークス局長1919－20年度5報告　pp．1－21
J．W．ヒュークス局長1920－21年度報告　pp．　25－44
J．W．ヒュークス局長1921－22年度報告　pp．47－73
J．W．ヒュークス局長1922－23年度報告　pp．77－95
J．W．ヒュークス局長1923－24年度報告　pp．99－116．
（北西海岸）「カナダ、ブリティッシュ・コロンビア州とその周辺地域におけ
　　るバスケット製作Coiled　basketry　in　British　Columbia　and　surrounding
　　region」Franz　Boas監修、　H．　K．　Haeberlin・James　A．　Teit・Helen　H．
　　Roberts著．　l　l　9－484頁，巻頭図版，地図，図版1－94，挿図1－122a，
（南東部）「テネシー州中部の2か所の先史時代の村Two　prehistoric　villages
　　in　Middle　Tennessee」William　Edward　Myer著．485－614頁，図版95－
　　137，挿図123－200．
索引615－626頁．
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第42巻：　1924－1925の活動報告（1928年刊行）、VII＋900頁，図版17面，
挿図108葉．
J．Wヒュークス局長報告pp．1－19．
　（南東部）「先住民クリーク族連合の社会組織と社会的しきたりSocial
　　organization　and　social　usages　of　the　Indians　ofthe　Creek　Confederacy」
　　John　R．　Swanton著．23－472頁，図版1－7，挿図1－107．
　（南東部）「クリーク族先住民の宗教的信念と医療行為Religious　beliefs　and
　　medical　practices　of　the　Creek　lndians」John　R．　Swanton著473－672
　　頁，図版8－13，挿図108。
　（南東部）「合衆国南東部の先住民文化Aboriginal　cultUre　of　the　Southeast」
　　John　R．　Swanton著．673－726頁．
　（南東部）「合衆国南東部先住民が残した道路Indian　trails　ofthe　Southeast」
　　William　E．　Myer著．727－857頁，図版14－17．
索引859．900頁．
第43巻：　1925－1926の活動報告（1928年刊行）、VII＋828頁，図版44面，
挿図9葉
J．W．ヒュークス局長報告pp．1－lg．
　（大平原）「オーセージ部族一名付け儀礼のふたつのあり方The　Osage　tribe：
　　Two　versions　of　the　child－naming　rite」Francis　La　Flesche著．23－164
　　頁，図面1－12，挿図1－8．
　（北東部）「メイン州のワウェノック神話テキストWawenock　myth　texts
　　from　Maine」Frank　G．　Speck著．165－197頁，図面13．ワウェノックは
　　アルゴンキン諸語族のAbnaki族同盟の一部を構成する一部族である。メイ
　　ン州の東部に居住していた。
　（北東部）「コネチカット州の先住民部族と方言一モヘーガン＝ペコット日
　　記Native　tribes　and　dialects　of　Connecticut：AMohegan－Pequot　diary」
　　Frank　G．　Speck著．199－287頁，図版14－42。
　（南西部）「ピキュリスの子供たちの話（テキストと歌）Picuris　children’s
　　stories，　with　texts　and　songs」J．　P．　Harrington・Helen　H．　Roberts共著．
　　289－447頁，図版43－44，挿図9．プエブロ族のピキュリス部族はテワ語を
　　話し、現在のニュー・メキシコ州タオスの南約30㎞のところで生活して
　　いる。
　（北東部）「イロコイ族の宇宙論Iroquoian　cosmology」（第2部、序文と
　　解説）J．N．　B．　Hewitt著．449－819頁．
索引821－828頁．
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第44巻：　1926－1927の活動報告（1928年刊行）、VII＋555頁，図版98面，
挿図16葉
J．W．ヒュークス局長報告pp．1－19．
　（カリフォルニア）「カリフォルニア州サンタバーバラのバートン墳丘
　　　の踏査Exploration　of　the　Burton　Mound　at　Santa　Barbara，　California」
　　John　P．　Hanington著．23－168頁，図版1－27，挿図1－2．
　（南東部）「チクソー族先住民の社会的宗教的信念としきたりSocial　and
　　religious　beliefs　and　usages　of　the　Chickasaw　lndians」John　R．　Swanton
　　著．169－273頁，挿図3．チクソー族はもともとミシシッピ州北部で生活し
　　　ていたが、テネシー州西部、ケンタッキー州西部、アーカンソー州東部でも
　　　一部居住している。言語的にも文化的にもチョクトーChoctaw族と関係が
　　　深い。
　（北東部）「チブワ族先住民の植物利用Uses　of　plants　by　the　Chippewa
　　Indians」Frances　Densmore．著．275－397頁，図版28－63．
　「考古学調査Archeological　investigations－II」Gerard　Fowke著．399－540
　　　頁，図面64－98，挿図4－16．
　索引541－555頁．
第45巻：　1927－1928の活動報告（1930年刊行）、VII＋857頁，図版29面，
挿図49葉．
H．W．　Dorseyドーシー事務長6報告pp．1－19．
　（高原・北西海岸）「コロンビア高地西部のセイリッシ部族The　Salishan
　　tribes　ofthe　westem　plateaus」Franz　Boas編集、　James　A．　Teit著．23－
　　396頁，図版1－4，挿図1－39．
　（北西海岸）「カナダ、ブリティシュ・コロンビア州トンプソン族先住
　　　民の刺青と顔・身体塗装Tattooing　and　face　and　body　painting　of　the
　　Thompson　Indians，　British　Columbia」Franz　Boas編集，　James　A．　Teit
　　　著．397－439頁，図版5－13，挿図40－47．トンプソン族はセイリッシ語の方
　　　言を話す先住民で、ブリティッシュ・コロンビア州のトンプソン川・フレー
　　　ザー川流域に居住する。もともと現在のアメリカ合衆国高原地域で生活し
　　　ていたが、約2000年前に現在の居住地に移動、そのためヌーツカ族とクワ
　　　キユートル族をさらに西方、つまり太平洋沿岸地域やヴァンクーヴァー島
　　　に追いやった。
　（北西海岸）「カナダ、ブリティシュ・コロンビア州トンプソン族先住民の
　　　民族植物学Ethnobotany　ofthe　Thompson　lndians　ofBritish　Columbia」
　　　James　A．　Teitの野帖の記録をElsie　Viault　Steedmanが編集，441－522
　　　頁．
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（大平原）「オーセージ部族一Wa－xo’－be儀礼The　Osage　tribe：Rite　of　the
　　Wa－xo’－be」Francis　La　Flesche著．523－833頁，図版14－29，挿図46－47
　　他多数Wa－xo’－beは鷹の皮から作られた儀器であり、勇気のシンボルであ
　　る。戦争に際し司令官はwa－xo’－beを背負って兵士を攻撃に導く。
索引835－857頁．
第46巻：　1928－1929の活動報告（1930年刊行）、VII＋654頁，図版80面，
挿図35葉．
マシュー＝スターリングM．W．　Stirling局長Chief報告pp．1－16．
（北極圏）「アラスカにおける形質人類学的踏査Anthropological　survey
　　in　Alaska」Ale9　Hrdli6ka著19－374頁，図版1－61，挿図1－29．
（大平原）「ミズーリ川上流域の先住民諸部族Indian　tribes　ofthe　Upper
　　Missouri」Edwin　Thompson　Denig著，　J．　N．　B．　Hewitt編集解説およ
　　び著者紹介．375－628頁，図版62－80，挿図30－35．
索引629－654頁．
第47巻：　1929－1930の活動報告（1932年刊行）、VII＋1108頁，図版61面，
挿図32葉，地図1面．
M．Wスターリング局長報告pp．1－14．
（南西部）「アコマ族先住民The　Acoma　Indians」Leslie　A．　White著．17－192
　　頁，図面1－16，挿図1－6．
（南西部）「ニュー・メキシコ州イスレタ族Isleta，　New　Mexico」Elsie
　　Clews　Parsons著．193－466，図版17－20，挿図1－26，地図．
（南西部）「ズニ族の儀式尊重主義　lntroduction　to　Zuni　ceremonialism」
　　Ruth　L．　Bunzel著．467－544頁．
「ズニ族の起源神話Zuni　origin　myths」Ruth　L．　Bunzel著545－609頁。
「ズニ族の儀式詩歌Zuni　ritUal　poetry」Ruth　L．　Bunzel著．611－835頁．
「ズニ族のカチナの分析的研究Zuni・katcinas：An　analytical　study」Ruth
　　L．Bunzel著．837－1086頁，図版21－61．
索引1087－llO8頁．
123
第48巻：　1930－1931の活動報告（1933年刊行）、V＋1221頁，
MW．スターリング局長報告pp．1－21．
アメリカ民族学局年報第1～47巻（1879－1931）［1881－1933刊行］総索引
　　Biret　Bonnerj　ea作成，25－1221頁．
20世紀初頭前後という時代一フレデリックニバトナムの貢献
　研究報告・論文を併載した「アメリカ民族学局年報」が刊行されたのは
1881年から1932年である。この約50年間は、アメリカ考古学・人類学
が単なる好奇心の対象から確固たる学問分野に脱皮する時期である。この
時期大きな役割を果たすのがハーヴァード大学ピーボディー博物館第3代
館長フレデリック＝バトナムFrederic　Ward　Putnam（1839－1915）である。
19世紀は大学に人類学科が存在しないので、彼はナチュラリストとして訓
練を受けた。彼の貢献は次節で紹介する研究者たちの背景を理解する一助
となるので、スミソニアン研究所には直接関係ないものの、ここで解説し
ておきたい。バトナムの貢献を一言で言えば、「研究機関・団体の創始者」
である。そして、彼のこういった活動を可能にしたのが、博物館・学科創
設や調査研究のための、当時の裕福な人々からの潤沢な寄付金であった。
　ピーボディー博物館も、アメリカ合衆国初期の百万長者（ミリオネア；資
産が百万ドルを超えた人）ジョージ＝ピーボディーGeorge　Peabody（1795－
1869）のハーヴァード大学への寄付で1866年に設立された。バトナムは
1875年にピーボディー博物館の館長に就任する。館長としての彼は、コ
レクションを拡大し、博物館を増築し、今日まで刊行が続いている「人類
学研究論集Papers　ofthe　Peabody　Museum」を1888年に創刊し、また女性
研究者を積極的に登用したことなどが際立った功績である。
　バトナムが育て、重用した女性人類学者にはピーボディー博物館で無給
の「メキシコ考古学担当特別助手」を47年間勤めたゼリア＝ヌッタルZelia
Maria　Magdalena　Nuttal（1858－1933）、次節で詳しく紹介するアリス＝フ
レッチャーAlice　C．　Fletcher、「アメリカ民族学局年報」第2巻に「イロコ
イ族の神話」を寄稿したエルミニー＝スミスErminnie　Adelle　Platt　Smith
（1836－1886；バトナムの従姉）らがいる。彼女たちはバトナムの肝いりで、
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バトナムが書記長を務めていたアメリカ科学振興協会American　Association
for　the　Advancement　of　Scienceの会員、後にFellowに選出され、特にフ
レッチャーは1896－97年、その人類学部門の議長も務めている。
　ピーボディーからの寄付には、博物館の建築費のほかアメリカ考古学・
民族学担当のハーヴァード大学教授職の給与も含まれていた。しかし、バ
トナムの教授就任は館長就任の12年後、1887年まで遅れる。これはバト
ナムやその同級生で大森貝塚を発掘したモースEdward　Sylvester　Morseら
が1863年に彼らの恩師ルイ＝アガシーLuis　Aggassiz（1807－1873）と決
別した経緯があって、アガシーの子アレクサンダー一＝アガシーAlexander
Aggassizがバトナムの教授就任に反対したためである。また、ハーヴァー
ド大学教授・ピーボディー博物館館長の地位にありながらもバトナムが以
下のような様々な地位を兼任したのは、ハーヴァードとの契約が「ハーフ・
タイム」（つまり週20時間）勤務で、教授・館長職の給料を併せても通常
の専任教授（いわゆる「フル・タイム」勤務）の半分だったからである。
したがって、本人の経済的事情からも他の職を維持せざるを得なかったら
しい。
　バトナムは1890年から3年間、ハーヴァード大学教授・ピーボディー
博物館館長を休職し、シカゴで1893年に開催される万国博覧会World’s
Columbian　Expositionの考古学・民族学部門の総責任者として献身する。
万国博覧会は人類学という新しい学問を一般の人々に理解してもらう絶好
の機会とバトナムは考えたからである。1886年に初めて出会ったドイツ
人人類学者、後のコロンビア大学人類学教授で20世紀前半に絶大な影響
力を誇ったフランツ＝ボアズFranz　Boasを副責任者に採用し準備に協力
させたほか、ピーボディー博物館のつてを利用して75～100人の助手を
雇い、5万点以上の考古・民族資料を収集し、博覧会は成功をおさめる。
またフレッチャー女史は万国博覧会の計画委員に就任したほか、ヌッタ
ル女史らと共に万国博覧会の際の民族学賞Awards　for　Ethnologyの審査委
員も務めた。万国博覧会のために収集した考古・民族資料のすべてと助
手として雇用した人々の多くは、1894年に万国博覧会閉幕後、事前の計
画通り、同年シカゴに開館したフィールド自然史博物館Field　Museum　of
NatUral　Historyの人類学科のコレクション、スタッフとして残った。なお
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「フィールド」は博物館の巨大な建物を寄付したMarshall　Fieldの名前で
あって、「現場」という意味ではない。開館の年にフィールド自然史博物館
は研究報告（紀要）の刊行を開始、紀要のタイトルは変わったがFieldiana
Anthropology（New　Series）として7、今日まで継続している。この研究紀
要の継続的刊行も、ピーボディー博物館人類学研究論集を創刊したバトナ
ムのアイディアであることは疑いない。
　万国博覧会関係の仕事が終わり、フィールド自然史博物館での人類学科
の発足を見届けるのと相前後して、今度はニュー・ヨークに1869年に設
立されたアメリカ自然史博物館American　Museum　of　Natural　Historyの人
類学科の発足・基盤整備に1894年から1903年まで関与することになる。
その過程で、フィールド自然史博物館の人類学科長に就任させることがで
きかったボアズをアメリカ自然史博物館で1895年に採用する。同博物館
も1907年からAnthropological　Papersの刊行を開始、今日に至る。同時に
バトナムはボアズをコロンビア大学の人類学の講師に1896年に就任させ
ることにも成功する。ボアズは1899年に教授に昇格、アメリカ自然史博
物館の方は言語学の研究を十分させてくれないなどの理由で1905年に辞
職し、コロンビア大学人類学科教授職に専念する。
　バトナムが1903年にアメリカ自然史博物館を辞職したのは、今度はカリ
フォルニア大学バークレー校に人類学科と人類学博物館を設立する仕事を
1901年に請け負ったからである。この仕事は新聞王ウィリアム＝バース
トWilliam　Randolph　Hearstの夫人、フォーブ＝バーストPhoebe　Apperson
Hearst（1842－1919）が、自身が世界各地で蒐集した考古・民族・美術資料
を収蔵する博物館とそれらを研究する学科を創設するための基金をカリ
フォルニア大学バークレー校に1899年に寄付することから、やや突然始
まった。バースト夫人は個人的にヌッタル女史やフレッチャー女史と友人
であり、バトナムに白羽の矢が立ち、同時に両女史はカリフォルニア大学
バークレー校人類学科・博物館設立準備評議員に1901年に就任する。バ
トナムはハーヴァードで授業のない特に夏期はバークレーに滞在し、バー
クレー校人類学科初代主任教授として尽力した。そして学科開設と同時
の1903年9月には学科紀要であるUniversity　of　Califomia　Publications　in
American　Archaeology　and　Ethnologyが刊行された。人類学研究機関創設
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と同時に紀要を刊行するというバトナムの方針がここでも実行に移され
る。ハーヴァードもバークレーも定年の70歳になる1909年まで人類学
教授を務めた。
　大学・博物館の人類学科創設以外に、バトナムは学会創設にも大きな役
割を果たす。ピーボディー博物館館長就任に先立っ1873年にアメリカ科
学振興協会American　Association　for　the　Advancement　of　Science（今日ま
で続く権威ある学術雑誌Scienceを機関誌とする）の常任書記長pe㎜anent
secretaryに任命され、その仕事を25年間続けた。その間、機関誌の編集
主幹も務めている。1879年初めには、古典考古学担当のハーヴァード大学
美術史教授エリオット＝ノートンCharles　Eliot　Nortonら数名と共にアメリ
カ合衆国における考古学研究の深化・発展のための学会設立を呼び掛け、
100名以上の賛同者を得、同年5月10日にボストンで集会を催す。この
会議で、古典考古学の全国学会として今日まで続いているArchaeological
Institute　ofAmerica設立が決定される。なお、これはボストン在住の考古
学者・人類学者の首都ワシントン在住の考古学者・人類学者へのライバ
ル意識の所産という興味深い見方がある（Browman　2002，　pp．　220－1）。同
時期、首都ワシントンではワシントン人類学会Anthropological　Society　of
Washingtonが設立され、機関誌A〃ierican　Anthropologistの刊行を始めた
からである。
　1898年、バトナムがアメリカ科学振興協会の会長を務めていたとき、協
会の代表者数名がワシントン人類学会の面々と会合を持ち、協会がワシン
トン人類学会の機関誌刊行の累積赤字を肩代わりするのと引き換えに、協
会の人類学部門主導で人類学の新しい全国組織を創設し、その全国誌とし
て新生American　Anthropologist発刊が決定される。これが現在まで続くア
メリカ人類学協会American　Anthropological　Associationであり、その機関
誌American　Anthropologist　（新シリーズ）である。当然のことながら、創設
に大きな役割を果たしたダブリュー・ジェイ＝マッギー（初代；1902－04）、
バトナム（第2代；1905－06）、ボアズ（第3代；1907－08）が協会の初期の
会長職を占めることになった8。
127
主な執筆者の紹介（スミソニァン研究所関係者のみ、前稿で触れた研究者は
除く）
　ダブリュー・ジェイ＝マッギーWJ［William　Jo㎞］McGee（1853－1912）
は独学で地質学を身につけ、1877年から1881年にかけて地元アイオワ州
の地質・地形学調査を独自に行った。その成果がアメリカ連邦地質調査所
U．S．　Geological　Survey所長を兼ねるアメリカ民族学局初代局長ジョン＝
パウエルJohn　Wesley　Powellの目にとまり、連邦地質調査所に地質学者と
して1883年に採用される。1893年にアメリカ民族学局に移動、翌1894
年、パウエルの健康悪化に伴い副局長格のEthnologist－in－charge（民族学総
責任者）に指名され、実質的にアメリカ民族学局を取り仕切ることとなっ
た。アメリカ民族学局では、「年報」第15巻に「スー族の概要」、同第16
巻に「ペルーにおける先史時代の穿頭手術」（共著）、同第17巻に「セリ
族」を執筆。特にセリ族の研究は評価が高い。意に反してパウエルの後任
の局長に選任されず、アメリカ民族学局を1903年に辞任。アメリカ合衆
国農務省土壌局に奉職。その他、学会活動に大変積極的で、アメリカ人類
学協会の初代会長を務めたほか、ナショナル・ジオグラフィック・ソサエ
ティーの会長やアメリカ科学振興協会の副会長も務めた。
　「年報」第3，6，11，13，15号に寄稿し「紀要」11，47号を執筆した
オーエン＝ドーシー一　James　Owen　Dorsey牧師（1848－1895）は言語学者で、
スー族の民族学の専門家である。1871年に神学校を卒業後直ちに、当時の
ダコタ準州のポンカ族の社会に宣教師として赴任した。彼はアメリカ民族
学局の局員ではなかったが、外国語を聞きとる特別な能力があって、パウ
エルの言語研究を補佐し、多くの報告を手掛けた。上記年報、紀要以外に、
1877年から1893まで一時的に合計8号刊行された『北アメリカ民族学論
考Contributions　to　／＞brth　American　Ethnology』の第6号にオマハ族の言語
について812ページの報告書を執筆した。大平原地域北部に長く住んでい
たお陰で、スー諸部族と親密になり、スー族の神話、習慣に通暁するよう
になった。またオマハ族の社会、宗教儀礼には比類ない知識を誇った。
　フランク＝カッシングFrank　Hamilton　Cushing（1857－1900）は「年報」
第2，4，13巻にしか寄稿していないが、天才と当時称えられ、初期のアメ
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リカ民族学局やアメリカ合衆国人類学に大きな貢献をした研究者である。
1879年にスミソニアン研究所に直接採用され、直ちに、ジェームズ＝ス
テーヴンソンJames　Stevenson大佐指揮するアメリカ民族学局のニュー・
メキシコ、アリゾナ遠征に加わることとなる。遠征終了後もプエブロのズ
ニ族の社会に残り、言葉、神話を勉強する。ズニ族の社会で5年間暮らす
中で、ズニ族の養子となり、様々な通過儀礼を経て、ついに僧侶として認
められるようになり、自身を先住民ズニ族の人間と見倣すようになる。後
のレヴィ＝ストロースの『悲しき熱帯』で代表されるような、体験型民族
学研究の先駆者である。民族学だけでなく考古学もこなし、先住民の土器
やアクセサリーを復元製作した。1886年12月には、ボストンの篤志家メ
アリー＝ヘメンウェイMary　Porter　Tileston　Hemenway夫人（1820－1894）
の出資により、Hemenway南西部考古探検隊を組織、引率する。1900年4
月に43歳の若さで病没。
　ミンデレフ兄弟Victor　and　Cosmos　Mindeleffも初期のアメリカ民族学局
に大きな貢献をした。二人はジェームズ＝ステーヴンソン大佐指揮するア
メリカ民族学局のニュー・メキシコ、アリゾナ遠征に加わり、ホピ族居留区
や代表的な崖住居遺跡であるキャニオン・ドユ・シェイCanyon　de　Chelly
などを調査した。兄のVictor（1860－1943）は1881年に独自にプエブロの
ズニ族の特に集落・建築の調査を開始、5年後、同様の調査をホピ族を対
象に実施する。これらの調査成果は「年報」第8巻の‘‘A　stUdy　of　Pueblo
arch童tecture：Tusayan　and　Cibola7’pp．3－228として結実する。これは1880
年代当時比類ない報告として高く評価された。弟のCosmos（1863一没年不
詳）は人類学界では兄ほど有名ではないが、兄以上に現地調査をこなし、
兄以上に多くの報告書を執筆した。兄の建築の調査を手伝った他、アリゾ
ナ州中部のリオ＝ヴェルデRio　Verde地方を探検し地図を作製（「年報」第
13巻）、アリゾナ州ツーソン付近のカサ＝グランデCasa　Grande遺跡を修
復（「年報」第15巻）、キャニオン・ドユ・シェイCanyon　de　Chelly遺跡を
調査（「年報」第16巻）した。また兄との共同研究の成果として、ナヴァ
ホ族の住居（「年報」第17巻）とホピ族のクランの移住について（「年報」
第19巻）報告した。
　1910年1月1日にアメリカ民族学局第3代局長に就任したフレデリッ
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ク＝ホッジFrederick　Webb　Hodge（1864－1956）もマッギーやWH．　Holmes
と同様、人類学は独学である。1884年に連邦地質調査所に速記者として採
用され、1886年からニュー・メキシコ州、アリゾナ州に遠征したHemenway
南西部考古探検隊の現場事務主任field　secretaryとして3年間参加、1889
年に速記者としてアメリカ民族学局に移動、その後同局の主任司書とな
る。司書としてパウエル局長の下、北アメリカ先住民族諸語文献目録の編
集に参加、そのプロジェクトは最終的に、彼が編集した紀要30号『メキ
シコ以北アメリカ先住民族百科全書Handbook　ofAmerican　lndians　North
ofMexico』として結実する。このほかにはホッジが著したアメリカ民族
学局の報告書（年報、紀要など）はないが、この百科全書は比類ない参考
書と当時絶賛され、連邦議会は1912年8月12日に同書の6，500部の増刷
を決議する。ホッジの編集者としての能力は極めて高く、局長在職中のす
べてのBAE刊行物を編集したほか、アメリカ人類学協会機関誌American
Anthroρologistの編集を13年行った。またフランツ＝ボアズと共に、バト
ナムの70歳献呈論文集も編集した。さらに局長在職中の1915－16年には
アメリカ人類学協会第7代会長を務めた。スミソニアン研究所でのその
高い能力のお陰で、1918年にニュー・ヨークのHeye財団アメリカ・イン
ディアン博物館副館長の職に招聰され、1932年にはロサンジェルスのサ
ウスウェスト博物館館長に就任した。
　アリス＝フレッチャーAlice　Cumingham　Fletcher（1838－1923）女史（生
涯独身）はアメリカ民族学局の協力員collaboratorとして、大平原地域の
スー族、オマハ族、ポーニー族、オーセージ族など先住民の、後世に残る研
究を行った。1879年までにはフレデリック；バトナムに色々研究の便宜を
図って貰える立場にあった。篤志家であり、先住民が土地を購入し自宅を
建てるための資金を貸し付ける事業を1880年に独自に開始した。彼女の
先住民への同情、親切さ、また人に好かれる性格は先住民部族の酋長や医
者（medicine　men）の信頼をかち得て、白人、特に女性が通常見ることがで
きない儀礼の多くを目撃する機会を与えられた。1881年、オマハ居留区で．
オマハ族酋長のJoseph　La　Flesche一家と生活しているときに、彼の息子の
Francisを養子にする。首都ワシントンに帰ってからは、アメリカ国立国会
図書館Library　of　Congress付近で養子フランシスと同居する。1882年に
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は、ワシントンに住みながら、ハーヴァード大学ピーボディー博物館の無
給の「アメリカ民族学助手」となった。オマハ族の歌謡に関するラ・フレッ
シュとの共同研究の成果はピーボディー博物館より1893年に刊行される
（『A　StUdy　of　Omaha　lndian　Music，”Archaeological　and　Ethnological　Papers，
Peabody　Museum　of　American　Archaeology　and　Ethnology，　Vol．　1，　No．5，　pp．
237－287［ページは1888年刊行のVbl，1，　No．1からの通し］．）。彼女は先住
民族音楽研究の先駆者として知られ、「紀要」第30号（1907，1910）『メ
キシコ以北アメリカ先住民族百科全書』には「音楽と楽器」（pp．958－961）
を分担執筆した。1898年にはポーニー族の2名と共に、ポーニー族の儀
礼についての研究を開始、その成果はアメリカ民族学局「年報」第22巻
に360ページに及ぶ詳細な報告“The　Hako：APawnee　ceremony”として結
実する。完成直後からラ・フレッシュと一緒にオマハ族の民族誌に取りか
かり、656ページに及ぶ報告が「年報」第27巻（1911）に掲載された。こ
の27巻はアメリカ民族学局の刊行物の中で当時もっとも需要の高い本と
なった。
　フランシス＝ラ・フレッシュFrancis　La　Flesche（1857－1932）は、オマ
ハ族居留地で生まれたオマハ族先住民の民族学者で、オマハ族研究の権威
であった。父のジョセブJosephはオマハ族最後の酋長であった。フラン
シスは父の意向でキリスト教会の学校で教育を受けた。1881年、連邦議
会上院の「先住民委員会committee　on　lndian　affairs」の通訳として首都ワ
シントンに赴任、同年、フレッチャー女史の養子となった。1910年まで連
邦先住民局Indian　Bureauに勤め、1910年に当時のホッジ局長の強い意向
でアメリカ民族学局に移動した。養母との共著のオマハ族の民族学（「年
報」第27巻）の他は、オーセージ族の様々な儀礼について「年報」第36，
39，43，45巻とアメリカ民族学局「紀要」101，109号に執筆した。アメ
リカ民族学局在職中にネブラスカ大学より名誉文学博士号を授与された。
1929年にアメリカ民族学局を引退後はオマハ族居留区に戻り、死去にあ
たっては先住民族の伝統に従った儀礼が執り行われた。
　ヒーウィットJohn　Napoleon　Brinton　Hewitt（1859－1937）も、オマハ族
のラ・フレッシュと並んで、タスカローラTuscarora族Bear（熊）クラン
の一員として生まれたアメリカ先住民の民族学者で、民族学は独学であ
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る。「年報」第2巻「イロコイ族の神話Myths　of　the　lroquois」の著者エル
ミニー＝スミス夫人のイロコイ語の研究を手伝うために1880年、スミス
夫人に採用され、スミス夫人の1886年の死去後は彼女の研究成果を原稿
化するため、アメリカ民族学局に採用された。イロコイ族が専門で、イロ
コイ同盟Iroquois　League、儀礼、習慣、部族のしきたりを研究した。「年
報」第21，43巻にイロコイ族の宇宙論、同32巻にセネカ族の小説・伝
説・神話、同46巻にミズーリ川上流域の先住民についての長大な報告・
研究を執筆したが、これらは彼の研究成果のごく一部で、後世の研究者の
ために膨大な活字化されなかった原稿・資料を残した。仕事は急がず、非
常におおらかな性格の研究者として知られた。
　アメリカ民族学局に死亡の時まで36年間在職したジェームズ＝ムーニー
James　Mooney（1861－1921）も独学で民族学をマスターした研究者であり、
チェロキーCherokee族とキウワKiowa族の民族学の最高権威者であった。
ジャーナリストであった彼は1885年にブラジルの先住民を調査する予定
で、途中に首都ワシントンに立ち寄り、彼独自の先住民部族分類案と3，000
件以上の先住民関係の文献目録を当時のパウエル局長に示したところ、民
族学局に即採用された（つまり、ブラジルへは辿りつかなかった）という経
緯がある。「年報」第14巻に1890年のスー族虐殺を、同17巻にキウワ族
の歴史を報告した。特に第14巻の原稿準備を通して、「幽霊ダンス教」と
先住民・白人関係の研究の第一人者となる。その後、大平原地域でのスー
族やキウワ族の現地調査のため健康を害し、アメリカ合衆国東部のチェロ
キー族の研究に重点を置くことになる。「年報」第7巻のチェロキー族の
医学処方の報告は、彼のチェロキー族情報提供者がスウィマー　Swimmer
という名前の医者（1899年死去）であり、この情報提供者の薬の処方を
基にしたものである。12年後に「年報」第19巻にはチェロキー族の神話
について報告する。チェロキー語の卓抜した能力のお陰で、地元の人々の
信頼をかち得て、非公開の儀礼などについて色々教示を受けることができ
た。またアメリカ民族学局在職中は、1893年のシカゴの万国博覧会はも
ちろんのこと、1890年代から1900年代初頭にかけての博覧会での民族学
の展示に大きな役割を果たした。
　第1次世界大戦前後のアメリカ民族学局最高の言語学者と称賛された
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John　Peabody　Harringtonジョン＝ハリントン（1884－1961）は、39年の在
職期間中、「年報」第29巻にテワ族先住民（プエブロ族）の民族誌、同43
巻にピキュリス族（プエブロ族）の子供たち、同44巻にカリフォルニア
州中部チュマッシChumash族の領域のサンタ・バーバラにあるバートン
墳丘の調査を報告したほか、「紀要」に55号『テワ族の民族植物学』、56
号『テワ族の民族動物学』、84号『キウワ族の語彙』、94号『カリフォルニ
アのカロク族のタバコ』、107号『カリフォルニア　カロク族の神話』、「紀
要」の『人類学研究論集』に「ヴァージニア州先住民の言語のもとのスト
ラッチー語彙」（「紀要」157号所収）、「バリャドリード・マヤの計算」（「紀
要」164号所収）を寄稿した。これらの業績が示すように、テワ族やチュ
マッシ族のほか、カリフォルニア南東部・アリゾナ州西部のモハビ族、ユ
マ族、大盆地のショショー二族の現地調査も永く行った。彼の語学力は天
才的で、新しい言語を勉強し始めて1週間で、その言葉を教えてくれた地
元の人の言葉遣いの間違いをその言葉で指摘できるレヴェルに達したとい
う。自分の知らない言語を話す先住民がいると聞けば、アメリカ大陸のど
こへでも自腹を切って出かけた。
おわりに
　本稿は基本的に「アメリカ民族学局年報」の解説目録であるが、その刊
行時期が20世紀初頭前後の50年間という人類学・考古学がアメリカ合衆
国において学問分野として確立される時期に丁度あたっているため、解説
を通して当時の学史を考える上で貴重な様々な歴史的事実を浮き彫りにす
ることができた。まずこの時期は特に南西部において顕著であるが、民族
学・言語学・考古学が一体として研究されたこと。日本やヨーロッパでは
考古学は歴史学の一分野であるが、北アメリカでは考古学がどうして人類
学の一分野として位置づけられるようになったか、理解する一助となる。
次に19世紀は大学に人類学科が未設置であったため、当時指導的役割を
担ったバトナムらが、学際的な訓練を受けた視野の広いナチュラリストで
あったことも、民族学・言語学・考古学・形質人類学が統合された総合人
類学として確立するのに有効だったようである。また学問以前の社会現象
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として、豊かなアメリカ合衆国故に、博物館・大学、アメリカ民族学局へ
莫大な寄付をして、博物館の建築、人類学科の設置や調査隊の派遣が可能
になったことは忘れてはならない。最後に、既に19世紀第4四半期から
女性人類学者・考古学者が第一線で活躍していた事実も興味深い。
注
1前稿で失念したので、この場を借りて説明する。例外は25～27号と181号で
ある。181号はイスレタ絵画を扱った美術の本であるため、図の大きさを優先
して、本を大きくしたのである。25～27号が「年報」と同じサイズになって
しまったのは、1895年から1900年まで「紀要」の刊行が一時滞る事態に陥
り、1901年刊行の26号（25号の刊行は1903年）で復活することになるのだ
が、その際、「廉価で経済的な刊行物」という当初の「紀要」刊行方針が一時
的に忘れられたようである。余談ながら、「年報」はすべて上製本であるが、
「紀要」は並製本が主流であるのは、この方針の反映である。
2局長の肩書が原文では初代Powel1の時代（第23巻まで）はDirector，第2代
Holmesのとき（第24巻から第30巻）にChief、第3代FWHodgeのとき
（第31巻から第38巻）はEthnologist－in－charge（民族学総責任者）、さらに第
4代J．W．　Fewkes以降（第39巻以降）はChiefに変わる。ホームズがDirector
の肩書を固辞しChiefの肩書にしたのは、在職中死亡した初代局長パウエルの
後任人事で紛糾したからである。第2代局長としてホームズらが推薦したのは
Ehnologist－in－chargeとして副局長格であったW．・J．　McGeeであり、マッギー自
身も局長昇格を望んでいた。しかし当時のスミソニアン研究所長官Samuel　P
Langleyは第2代局長に当時国立博物館に在職していたホームズを据え、怒っ
たマッギーはアメリカ民族学局を辞任してしまう。局長就任を望んでいなかっ
たホームズはホームズ反対派の感情を和らげるためもあり、Directorの肩書を
避け、また死亡当時のパウエルよりも低い給与をスミソニアン研究所に要求
した。
3現在のアメリカ合衆国南西部には、「シボーヲの7つの町Seven・Cities・of・Cibola」
という、富と豊かさで知られた伝説の町があった。この伝説を確かめるため、
まず、ペルーでも戦った退役軍人で、聖フランシスコ教会の牧師Marcos　de
Nizaがメキシコから北に向けて探検に出発。結局は目的を果たさないものの、
シボーラはインカ帝国、アステカ帝国よりも豊かであったとメキシコに帰っ
て報告する。これを受けて、コロナドが300人以上の軍人、4人の聖フランシ
スコ教会の牧師、メキシコの先住民数百人を率いて南西部に探検に入るので
ある。武器で勝る探検隊はまずズニ族を、次にホピ族を滅ぼし、東へ探検隊
を進める。アコマ族の住地には平和的に短期滞在し、さらにペコス族の住地
に到達する。そこで大平原地域の先住民と出あい、大平原地域にはQuiviraと
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呼ばれる豊かな土地があると聞く。1540－41年の冬にテワ族を滅ぼしたのち、
1541年4月にポーニー族の奴隷を案内に立ててQuiviraを探すが、草づくり
の住居ばかりで宮殿などはなく、コロナドは落胆し案内人を殺害する。結局、
当初の目的を何も果たすことなく、探検は終了する（Champagne　1994）。
41890年のスー族虐殺は先住民と白人との最後の戦争となった。大盆地地域の
パユート族先住民ウォヴォカWovokaが1888年に始めた新興宗教「幽霊ダン
ス教」は、幽霊ダンスを踊る者が世界の終末を生き延び、新しい世界で生まれ
変わると説いた。新興宗教はすぐに大平原地域、西部域、南西部に流行し、か
つて自由を謳歌しプライドの高かった（そして19世紀までに居留区に押し込
められ貧困にあえいでいた）先住民たちに希望を与えたのである。この新興
宗教の流行は白人にとって脅威となり、白人はこれを禁止。それに対して先
住民たちは大規模デモを計画、スー族Hunkpapa部族の大酋長Sitting　Bullに
参加を要請する。Sitting　Bull　Pt長の影響力を恐れた白人は、酋長とその部下
の戦士7名を虐殺。同時にスー族のMiniconjou部族の酋長Big　Footを逮捕し
ようとする。肺炎に苦しみ、白人との友好を望むBig　Footは、同様に白人と
の友好を望む他の酋長の部族との連合を模索して、部族の民250～300名を率
いて白人と友好的な部族へ移動を開始。しかし、白人はその移動を阻止、彼
らの武器を取り上げようとする。その時、先住民の一人が銃を空に向けて発
射したのをきっかけに、白人たちが先住民たちに発砲、150～300人もの罪の
ない先住民たちが射殺された。これを契機に「幽霊ダンス教」は下火となり、
同時にスー族の精神も撲滅された（Waldman　2006）。
5スミソニアン研究所の年度は6月30日で終わる。
6フユークスは健康悪化により1928年1月15日に局長辞任を余儀なくされる
（その18ヶ月後の1930年5月31日に80歳で病没）。後任のマシュー＝ス
ターリングMatthew　W．　Stirlingの就任は1928年．8月1日まで遅れたため、そ
の間に執筆せねばならなかった1927－28年度「年報」（第45巻）の局長報告
はスミソニアン研究所事務長のハリー＝ドーシー一　Harry　W．　Dorseyに委ねら
れた。
7第1巻はField　Columbian　Museum　Reρort　Series，　Vbl．1（1894－1900）といい、
第3巻（1906－1910）からは、博物館の名称が現在のものに変わったのに伴い
Fieid　Museum（ofNatural　Histor　p　1～eport　Seriesとなり、第36巻（1945）から
Fieldiana　Anthropologyという現在のタイトルになった。ただこれも1979年刊
行の第72巻までで、翌1980年からは、Fieldiαna　Anthropology（New　Series）
第1巻として再スタートして、これが今日に至っている。
8ちなみに、第4代会長（1909－10）はアメリカ民族学局第2代局長ウィリアム＝
ホームズ、第5代会長（1911－12）はアメリカ民族学局第3代局長ワルター＝
フユークス、第6代会長（1913－14）はバトナムの弟子でハーヴァード大学人類
学科教授のローランド＝ディクソンRoland　B．　Dixon、第8代会長（1917－18）
はボアズの弟子でカリフォルニア大学バークレー校人類学科教授のアルフレッ
ド＝クローバーAlfred　L．　Kroeberであるから、この当時は、アメリカ民族学
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局、ハーヴァード大学（バトナム）、コロンビア大学（ボアズ）といった限ら
れた研究機関・研究者が人類学界全体をリードしていたか如実に語っている。
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